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臭い物に蓋

　どの企業でも、経営に関わる問題を何か

しら抱えているものだ。同様にそれぞれの

組織でも日々問題を抱えている。人の問題

であったり、推進上の課題であったり、客

先の問題であったりと内容は色々だ。これ

らの中には、面倒で頭の痛いものもある。

できればそれらは避けて通りたいと思うの

は当然だ。ところが、これを放置していて

有耶無耶で済ませられればよいが、放置し

ていたために問題が大きくなることの方が

多い。また、一時しのぎの方法で対応して

いる場合も同様だ。人の問題であれば、率

直に話しを聞いてどうするかを検討すれば

済んだものが、それをしなかったばかりに

訴訟問題に発展したり、事業課題を放置し

たため莫大な赤字に陥ったり、顧客との取

引停止に発展したりと、最初は些細な問題

も、対応が遅れたことで取り返しのつかな

い事態に陥ることもある。実際、問題を放

置したままで、その問題が消えることはな

い。問題から逃げたり、一時しのぎの臭い

物に蓋という姿勢は、大変な事態を招くこ

とになるのが常だ。

報告しなかったために…

　このことは組織運営の中でも多く発生す

る。「まずいな」と感じながら、上司や親

会社に報告していなかったために、問題が

どんどん大きくなって、取引先からのク

レームや従業員からの訴訟などで問題が露

呈。企業の信用問題にまで発展するという

こともある。いち早く、問題を表に出して

報告していれば、上司や親会社の力を借り

ることができ、早期に問題解決が図れたは

ずなのに、それをしなかったがために取り

返しのつかない事態になったというような

例だが、そこには叱責されるのではないか

という不安と保身から問題を隠蔽しようと

してかえって問題を大きくしてしまったと

いう背景もある。問題から逃げようとすれ

ばするほど、問題はさらに大きくなるとい

うことなのだ。

早く、逃げずに対応を

　すなわち、「これは問題」と気付いたら、

いかに早く対応するかが重要ということ

だ。火は小さいうちに消すこと。姑息な手

段ではなく正面から真摯に対応することが

大切だ。そのためには、どう対応するとよ

いのかがわからないためにズルズルと対応

が遅れることをいかに無くすかが重要。実

際、問題が大きくなるのは、どう対応する

とよいのかがわからなかったり、上司や経

営陣に対して問題を言い出しにくいという

ことで放置されていたりというケースが多

い。すなわち、自分だけでは解決が難しい

場合は、早く問題を表に出して相談や協力

してもらうことが大切であり、それができ

る環境を作ることだ。
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上司や経営陣が原因ということも

　ところで、実際に問題の内容を聞くと、こ

れを指示した上司や経営陣に問題があるとい

うケースもある。トップから将来性が見込め

るのでやれという指示があったので始めた

が、全く採算がとれない。このまま継続して

いていいのだろうかと思ってはいるのだが、

トップから言われたことだけにやめましょう

とは言えず、ズルズルと赤字が拡大してし

まったとか、うまくいっていない原因はお前

にあると言われるので「難しい」とは言い出

せないというような例だ。特に、不採算事業

というような事業に関する問題となると、す

でに大きな投資をしてしまっていることも多

く、それを担当している立場の人間が「やめ

ましょう」というのは言い出しにくい。「何

とかします」と答えざるをえず、その担当者

の言葉を信じていると傷口はどんどん大きく

なっていくこともある。

　経営トップや上司は、部下は上司によく

思われたいという思いがあることを常に意

識して、問題を早く表に出すほど評価され

るという風土を築くことが大切だ。問題の

報告が遅れないようにするには、Bad news 

fast の風土を意識して作ることと、失敗を

責めないように意識することしかない。問

題から逃げず、早期に対応できる企業にす

ることが、優良企業にしていく上で大切で

はないだろうか。

【第10面から続く】

　5 月 24 日のドルバーツは 32・10 近辺で

取引を開始。米中貿易摩擦懸念の再燃や、

米朝首脳会談の中止が示唆されたことでリ

スクオフムードからドル売りが進行すると

ドルバーツは 32 割れの水準まで下落した。

25 日には月末を控えたバーツ買い需要が優

勢だったことや、イタリアやスペインの政

局不安が意識され一段のリスクオフが進行

し、米長期金利の低下が続いたことで、ド

ルバーツも 28 日にかけて 31・90 近辺まで

下落。

　23 日以来、海外投資家がタイ国債を買い

越していることもドルバーツの重石となっ

た。しかし下値では買戻しも入り、ドル休

日で薄商いの中でドルバーツは 32 台を回

復。　　

　29 日は休場であったが、前日からの流れ

が継続し、32・10 近辺まで上伸。休日明け

の 30 日には一時 32・10 台後半まで上昇す

る場面もあった。財務省は第二四半期の

GDP 成長率が第一四半期に続いて前年比

4％を超える予想であると公表したが、反

応は限定的だった。

ドルバーツの上値は限定的

　イタリア政局の不透明感にマーケットの

関心が集まり、米長期金利が急低下するな

どリスクオフムードが高まっている。一部

では年内あと 2 回と予想されている FED の

利上げを危ぶむ声まで出てきているが、債

券市場を中心にやや過剰反応しすぎという

印象。先月より一方的かつ急激に上昇し続

けた米金利に調整が入ったとも考えられ

る。米朝首脳会談を 6 月 12 日に控えてい

ることや、こちらも注目を集めている原油

価格につき、6 月に控える OPEC 総会の行方

を巡り、引き続き方向感の定まらない展開

が継続しそうだ。これらの外部要因を抱え、

ドルバーツは 32・00 近辺で方向感に乏し

い展開となっている。リスクオフムードの

中ではややドルが選好されやすい状況では

あるも、先週公表された第一四半期 GDP が

好調だったこともあり、積極的にバーツ売

り方向にポジションを傾ける動きは見られ

ない。

　本日公表された MPC 議事録（5 月 16 日開

催分）では、緩和的な金融政策の維持が確

認されているが、周辺のアジア諸国が続々

と利上げに動いているのを横目に、中銀の

スタンスに大きな変化は見られない。利上

げを焦らなくとも通貨が安泰であるといわ

んばかり。バーツ引き続き外部要因に振ら

される場面はあろうとも、バーツ高方向を

基本線と見ておきたい。（5月 30 日 22:20） 
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